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※「まちづくり・お宝バンク」の取組提案に対して，総合政策室に配置されている 

“市民協働推進コーディネーター”（２名（週２日勤務））が，取組提案者にヒアリングの 

うえ，提案の実現に向けて，関係団体，関係部署を繋げるなど，的確なコーディネートを 

行っている。 

 “みんなごと”のまちづくり推進事業の取組状況について 

 

１ “みんなごと”のまちづくり推進事業について 

⑴ “みんなごと”のまちづくり推進事業の体系図 

 

市民グループ、地域団体、ＮＰＯ、企業、大学等

まちづくり・お宝バンク
取組提案者が主体的に取り組むもの（又は取組に関与する意向があるもの）

（取組提案件数 ３２１件（平成31年3月末日現在））

市民サポーター派遣

仕事や様々な活動で培った
知識や経験を活かして，取
組提案者の課題を解決

・サポーター登録者数77
名（内、京都府行政書士
会31名）

ＨＰ上で公開

京都市市政参加とまちづくりポータルサイト「みんなでつくる京都」
において情報発信

活動進化プログラム
①公開講座

企画，広報，資金調達等の
手法を学ぶ

（全５回開催（30年度））

②伴走型支援
課題の解決や目指す未来
像の具体化などを提案者に
寄り添いながら支援

（重点支援対象４団体（30
年度））

サポーター登録 取組提案

“みんなごと“のまちづくり推進事業

交流会
（参加者数126人（平成30年度））

〜ひとごとではなく、「自分ごと」、「みんなごと」として市民・行政が協働！〜

“みんなごと”のまちづくり推進事業

市民

取組提案実現

市民協働推進コーディネーターによるサポート
（２名（週２日勤務））

提案の更なる力を引き出し，高めるための支援を行う
取組提案者同士のマッチング等も実施

支援

支
援

支
援

“みんなごと”のまちづくり
推進事業

京都のまちの様々な課題の
解決を「ひとごと」とせず，市
民と本市が共に「自分ごと」
「みんなごと」と捉えて協働
するまちづくりを推進

クラウドファンディング
による資金調達支援

ＲＥＡＤＹＦＯＲ（株）のクラウ
ドファンディングサービスの
利用手数料を減額
（利用手数料17％⇒15％）
注：上記はフルサポートプラン

支援

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 取組提案への対応状況 

 きめ細やかな対応 

・“みんなごと”のまちづくり推進事業では，複数の取組がつながり合い，“みんなごと”と

して課題に取り組む活動が広がることを目指しており，提案者の活動内容を知るだけではな

く，想いをしっかりと聞き，真に必要とされていること・目指す未来像等を把握することに

全力を傾けてきた。 

資料６ 
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成果を見据えたメリハリのある対応 

・大きな社会的課題の解決につながるものなどについては，本市のあらゆる部署に出向き，

各部署の現状・課題・ニーズ等の把握を行い，取組提案者との連携が可能かどうかについて

も積極的に模索し，調整を図ってきた。 

「お宝バンク」の仕組みを活かした，提案者同士による自発的連携 

・「お宝バンク」取組提案がウェブサイト上で登録・公開されていることから，提案者同士

の連携のなど，市民活動団体や企業等との自発的な連携が広がりつつある。 

 

   

 

  【提案団体の属性（平成 31年 3月末日時点）】  

属性 個人 
市民グループ・

地域団体 
ＮＰＯ 

企業関

係 
大学関係 

その他 

（各種団体） 
合 計 

件数 ３６ ９１ ４９ ８６ １６ ４３ ３２１ 
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⑶  コーディネートの主な具体例及び成果について（平成３０年度） 

ア 「お宝バンク」取組提案者の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組提案者：ＮＰＯ法人インド日本友の会，ＲＥＡＤＹＦＯＲ
レ デ ィ ー フ ォ ー

株式会社 

イインンドド式式教教育育ののイインンタターーナナシショョナナルルススククーールルのの開開校校 

インド式教育のインターナショナルスクールの開校

に向けた準備・運営資金等を確保するため，ＲＥＡＤ

ＹＦＯＲ株式会社のクラウドファンディングサービスを

活用し，平成 29年 12月 15日に 115％の達成率で

目標額（200万円）を達成しました。 

その後，本市の関係部署と連携しながら取組を進

め，平成 30年 4月 6日に伏見区の向島セミナーハ

ウスにおいて「チャンドラ・セカール・アカデミー・イン

ターナショナルスクール京都校」を開校しました。 

今後は，英語教育をはじめ，IT 教育，ヨガ，日本文

化，マナーを教え，日本の「志」をともに大切にする

教育活動を行っていかれる予定です。 

３０年４月 

提案者同士を京都市が 

   マッチング！！ 

ゲストハウス内を整えるスタッフを募集されていたHOSTEL 

NINIROOMに，スマイルプラスの実習生２名が平成30年3月か

ら入り、洗い場・ベッドメーキング・掃除機など宿泊業にとって

大切な裏方の業務を担いました。実習生は無遅刻・無欠席で

継続して参加することができ、スタッフの方からは「仕事がとて

も丁寧」とお褒めの言葉を頂きました。 

５月からは有給アルバイトと実習の併用の提案もいただき，自

信につながったそうです。スタッフのみなさんがとても温かい雰

囲気で実習生を迎え入れてくださったことと、実習生の体調に

配慮したシフト体制を組んでくださったことで，実習生が就労

に向けて前向きに取り組むことができました。 

取組提案者：HOSTEL
ホ ス テ ル

 NINIROOM
ニ ニ ル ー ム

， 

就労移行支援事業所スマイルプラス 

提提案案者者同同士士のの連連携携にによよりり，，ゲゲスストトハハウウススでで障障害害ののああるる方方がが実実習習をを開開始始  

３０年４月 

提案者同士を京都市が 

   マッチング！！ 
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取組提案者：ヤッサン一座の紙芝居 

ヤヤッッササンン一一座座のの紙紙芝芝居居「「おおたたすすけけじじぞぞうう」」をを  

「「親親子子でで体体験験！！京京のの地地蔵蔵盆盆」」でで口口演演！！  
平成３０年８月８日（水）にイオンモールＫＹＯＴＯにおい

て，京都をつなぐ無形文化遺産「京の地蔵盆」などの普及

啓発を目的としたイベント，「親子で体験！京の地蔵盆」が

開催され，会場の一角で，ヤッサン一座の紙芝居 はるる

さんが「おたすけじぞう」や「ももたろう？」などの紙芝居を

披露しました。 

絵本の「おたすけじぞう」は「第13回えほん大賞」のストーリ

ー部門で大賞を受賞しています。当日は，大勢の子ども達

が紙芝居の前に座り，自転車の上に乗せた紙芝居を食い

入るように見て，たくさんの笑い声が響いていました。 

提案者と京都市が 

    連携！！ 

 

取組提案者：ピースラン京都事務局 

京京都都かからら世世界界へへ！！「「ピピーーススラランン」」のの開開催催  

 国連の定めた「国際平和デー（９月２１日）」に合わせて，京都市内で９

月２０日から２５日までの６日間，ピースランの特別イベント「ＫＹＯＴＯ 

フェスティバル・オブ・ピース２０１８」を開催しました。 

日本では２１回目のピースラン・イベントで，京都市では初の本格開催

となった今回は，９ヶ国からの多国籍のボランティア・ランナーを迎え，

左京区役所をかわきりに，京都市内の小学校や京都サンガホームゲ

ーム，みんなのスポーツフェスタ等の場で，約３，０００人の子どもたち

や市民の方々にご参加いただきました。 

光華女子学園にて執り行われた最終日の閉会セレモニーでは，光華

小学校金管クラブと京都光華中学校・高等学校吹奏楽部の皆さんが，

すばらしい演奏とダンスを披露して盛り上げてくれました。最後に，市

長ご出席のもと，パラオへ向かうメンバーに「平和の絵皿」の贈呈とピ

ーストーチの引き継ぎがされ，心に残る時間となりました。 

京都から皆さんの平和の願いを込めたピーストーチは，次のピースラ

ン開催国である南太平洋のパラオ国へと繋がれていきました。 

３０年９月 

提案者と京都市や 

様々な団体が連携！！ 

 

３０年８月 
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平成30年10月20日に開催された「ほほえみ広場2018」

（主催：京都市障害保健福祉推進室）のステージに，

SUKIDARAKE MAFIAとピア･パレードおぐらひろみさん

の特別編成グループが出演しました。 

「いろんな世代が親しめるたのしい音楽」「ヘルプマーク

の普及」というそれぞれの団体の強みを活かして協働申

請することで，見事出演枠を獲得しました。 

当日は先ず，おぐらさんがヘルプマークの紹介をしまし

た。実際にご自身が使用されているヘルプマークを掲げ

ながら，「ヘルプマークを見かけたら，『何かできることは

ないですか』と声を掛けてもらえると嬉しい。」と，ヘルプ

マークを持っている人への配慮を呼びかけました。その

後，「上を向いて歩こう」を手話ダンス付きで披露し，

SUKIDARAKE MAFIAのオリジナル曲も披露しました。 

お天気にも恵まれ，SUKIDARAKE MAFIAとおぐらさん

の奏でる音楽が青空に響き渡り，一緒に踊ったり手話を

してくださる観客もおり，とてもあたたかい雰囲気のステ

ージとなりました。 

取組提案者：ピア・パレードおぐらひろみ  
        ＳＵＫＩＤＡＲＡＫＥ ＭＡＦＩＡ 

““音音楽楽””ををテテーーママににししたたおお宝宝ババンンクク取取組組  

提提案案者者同同士士のの特特別別編編成成ググルルーーププがが実実現現！！  

 

３０年１０月 

提案者同士と京都市 

が連携！！ 

 

ＲＵＮ伴とは，認知症になっても暮らしやすいまちづくりを目

指して取り組むランニングイベントです。平成 30年 10月 27

日（土）に開催した「ＲＵＮ伴 2018」京都は，快晴の青空のも

と，大盛況のうちに終了することができました。 

今回は昨年度の倍の人数の方のエントリーがあり，京都市

内 11行政区を回るルートを作ることができました。地域ごと

の特色を出したルートもあり，「認知症にやさしいまちづくり」

をキーワードに地域の方同士がつながり，思いを共有でき

る機会にできたのではないかと考えています。来年はさらに

このつながりが広がっていくことを願っています。 

取組提案者：高齢者福祉施設西院
さいいん

 

「「認認知知症症ににややささししいいままちちづづくくりり」」ののたためめのの  

ラランンニニンンググイイベベンントト〜〜ＲＲＵＵＮＮ伴伴〜〜のの開開催催 

３０年１０月 

提案者と京都市が 

    連携！！ 
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取組提案者：ボランティア団体ハピネス 

カカフフェェやや子子どどもも食食堂堂をを通通じじたた，，地地域域やや子子どどもものの  

居居場場所所づづくくりり 

  ボランティア団体ハピネスでは，南区唐橋の唐橋文化教育

会館で，これまでから「ハピネスこども食堂」を実施してきま

した。 

子ども食堂の運営を通じて，唐橋地区における高齢者の

一人世帯の多さや，孤食による子どもたちへの影響の深刻

さ，ひきこもりから社会復帰を目指すまでの困難な社会状

況の課題が見えてきたことから，地域の方々や子ども達の

居場所となる「ハピネスカフェ」を設立しました。 

カフェ設立にあたっては，クラウドファンディングを用いて

資金調達を行いました。 

提案者と京都市が 

    連携！！ 

 

３０年７月，１１月 

取組提案者：京都大学大学院 明和研究室，日本胎教協会 

ヒヒトト本本来来のの子子育育てて““共共同同養養育育””のの研研修修会会をを開開催催  

京都大学大学院 明和研究室では，ヒトの生存を可能に

してきた子育てとは何か，それに必要な条件とは何かを

科学的に明らかにすることで，現代の子育て問題の根

幹をはじめて理解することができると考えています。 

こうしたアプロ―チから現場の専門家を支え，ヒトの本来

の子育てである共同養育の実現をみなで目指していく

活動の一環として，育成推進課との意見交換の中から，

保健師等が対象の「母子保健業務説明会」（平成３０年 

１１月１２日）における講演が実現しました。 

提案者同士と京都市 

が連携！！ 

 

３０年１１月 

取組提案者：京都車いす点検ボランティア「スイマルク」 

車いす点検プロジェクトを実施  

車いすの無料点検・調整を行っているボランティア団体「ス

イマルク」が各区役所で貸し出している車いすの総点検プロ

ジェクトに取り組んでいます。 

公共施設等で車いすの貸し出しを行っていますが，車検の

ような定期点検の義務がないため，車いす購入後は整備が

行き届かないことも多くあります。スイマルクでは，４２の安全

チェック項目に沿って，空気圧のチェック，パーツの緩み，

車体のぐらつきのチェックなど，一つひとつ細やかに点検す

るため，車いす１台あたり１時間ほどかかるが，故障なく安心

して車いすを使ってもらえる環境作りに寄与しています。 

提案者と京都市が 

    連携！！ 

 

３０年１１月 
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取組提案者：田中賀
か

鶴代
ず よ

氏（京都観光おもてなし大使）    

株式会社アドナース Co-CoLife女子部京都編集室 

車車いいすすおおももててななしし隊隊「「ククリリススママスス茶茶会会」」をを開開催催！！  

平成３０年１１月１８日（日）に，グランフロント大阪 ナレッジ

サロン プレゼンテーションラウンジにて，車いすおもてな

し隊「クリスマス茶会」を開催しました。 

当日は，車いすおもてなし隊のメンバーが盆略点前でお

抹茶を立てて，参加者の皆さんに美味しいお茶を振る舞

いました。お茶碗はクリスマス模様，お茶菓子も笹屋伊織

のクリスマスリースやサンタのブーツなど，会場中がクリス

マス一色で溢れていました。 

参加者の皆さんは，一足早いクリスマス気分を味わって，

車いすおもてなし隊メンバーのおもてなしをご堪能いただ

いたようです。 

３０年１１月 

提案者同士が連携！！ 

 

取組提案者：ＮＰＯ法人ジャパン京都事務所 

アート×子どもの居場所支援をテーマに絵画展を開催 提案者と京都市が 

    連携！！ 

 

３０年１１月 

１１月２４日～２６日に，ウィングス京都１階ギャラリーに

おいて「現代国際巨匠絵画展」が開催されました。絵画

展での売上の一部が花園ジョイフル子ども会の活動資

金に充てられるということで，２３日のオープニングセレ

モニーには多くの支援者が来場されました。 

会場内には子どもたちが描いた絵や花園ジョイフル子

ども会の活動紹介の展示物，はあと・フレンズ・ストアの

商品等が並びました。また，スペインから来日したエン

リク・ルビオ画伯から市長へ絵画が贈られ，終始，和や

かな雰囲気のセレモニーとなりました。 

取組提案者：京都光華女子大学・短期大学部 ユニバーサルデザイン研究会 

「「みみんんななににややささししいい KKYYOOTTOO ユユニニババーーササルルデデザザイインン  

ガガイイドドママッッププ  VVooll..22  京京都都駅駅ととそそのの周周辺辺」」がが発発行行！！  
提案者と京都市が 

    連携！！ 

 
 「みんなにやさしいKYOTOユニバーサルデザインガイドマップ

Vol.2 京都駅とその周辺」が発行されました！ 

前回の「四条通界隈/西院・大宮・烏丸・河原町編」も好評でした。

今回は，情報量が多く，建物の構造も複雑な京都駅とその周辺

編ということで，ガイドブック作成にあたった学生さん，顧問の先

生も調査と編集に苦労されたそうです。その努力の結晶といえる

ガイドブックが完成し，京都市内の各所に配架されています。 

京都市内の観光案内所をはじめ，下京区役所や南区役所にも配

架されています。 

３０年１１月 
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京都府更生保護女性連盟が進める若草プロジェクト in 

Kyotoの取組で，平成３１年１月２６日（土）に同志社大学寒梅

館ハーディーホールにて公開シンポジウムが開催されました。 

「若年女性・少女をいかに地域で支えるか」をテーマに，実

際に少女の支援に携わっている高橋弁護士，詩人であるセ

ーラー服の歌人の鳥居氏の講演とともに，後半は３人のパ

ネリストによるパネルディスカッションが実施され，地域の中

で伴走者となり自立を支えるためにはどうすればよいのか

探っていきました。 

取組提案者：京都府更生保護女性連盟 

「「若若草草ププロロジジェェククトト」」シシンンポポジジウウムムのの開開催催  
３１年１月 

提案者と京都市が 

    連携！！ 

 

テーマは「お寺」。宗教施設ではありますが，京都のまちを構成する貴重な文化的かつ景観的資源

の一つである「お寺」の可能性が，若者を中心に見直され始めているのを感じます。 

思いを同じくしながら，立場の違うメンバーによる議論が実現。「お寺の可能性」について白熱した

意見交換が行われました（平成３１年３月１８日）。 

やりとりを通じて「お寺の魅力がそんなところにあったのか」と気づけたり，「自分がもつネットワーク

に活動を紹介します」「お手伝いします」という協力が生まれたり。「お寺の活用を通じて，より暮らし

やすいまちにしていこう，京都のまちを盛り上げていこう」という機運が，それぞれの活動を支えあう

ことで高まっていきそうな予感のする会になりました。これからの活動展開が楽しみです。 

３１年３月 

提案者同士を京都市が 

    マッチング！！ 

 

取組提案者：ワカゾー，菅真継氏，昌慈法衣店 

おお寺寺のの未未来来をを語語るる「「おお寺寺ササミミッットト」」をを開開催催！！  

平成３１年３月９日に開催された「くらしの学び庵」同窓会ワー 

クショップでは，約２０人の修了生が集まって交流を図った後， 

後半は 4つのグループに別れてワークショップ形式で意見交換を行いました。 

具体的には，ワークショップ前に話した「学びの活用」の結果を踏まえて，「ここがまだ足りない」「こうい

うことをもう少し学んでみたい」など，これまで続けてきた「くらしの学び庵｣連続講座の今後の展開を考

えるべく，講座内容について話し合いました。 

「認知症、体について、事例を交えながら学びたい」など，実践的な内容を求める声から将来の展望に

いたるまで，幅広い意見が出るなど，充実の会となりました。 

 

 

 

 

 

連連続続講講座座「「くくららししのの学学びび庵庵」」  

修修了了生生のの同同窓窓会会ワワーーククシショョッッププをを開開催催  

３１年３月 

取組提案者：京都大学こころの未来研究センター 

 

提案者と京都市が 

    連携！！ 
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創業初期のベンチャー企業の資金調達支援として

ファンドを設立し，ファンドを核とした創業支援体制

を構築するため，取組提案者と京都市の間の相互

連携・協力を目的とした協定を締結しました（平成

28年 4月）。 

現在（令和元年 5 月末日時点），１４社の投資先企

業を決定し，創業支援を実施しました。 

取組提案者：京都信用金庫，京都中央信用金庫， 
フューチャーベンチャーキャピタル， 
日本政策金融公庫，京都リサーチパーク 

「「京京都都市市ススタターートトアアッッププ支支援援フファァンンドド」」  

にによよるる創創業業支支援援 提案者同士と京都市 

   が連携！！ 

 

令和元年５月（２８年４月～） 

【投資先企業（平成３０年度以降）】 

① 株式会社 Laft（H30.8.17 投資実行） 

② 株式会社バイオーム（H31.2.7 投資実行） 

③ 株式会社サビア（R1.5.14 投資実行） 

④ 株式会社坂ノ途中（R1.5.15 投資実行） 

※28～29年度は「リボンディスプレイジャパン 

株式会社」を含めて１０社へ投資 

平成３１年3月22日にウィングス京都にて，京都市主催「ユニバーサ

ルデザイン京都フォーラム2019」（保健福祉局障害保健福祉推進

室みやこユニバーサルデザイン推進担当）が開催されました。 

開始前には，ロビーでフードドライブを実施し，参加者が持ち寄っ

てくださった食料品はフードバンク京都へ寄付されました。 

フォーラム第1部では，京都光華女子大学・短期大学部ライフ 

デザイン学科教授で，ユニバーサルデザイン研究会顧問の 

井川啓先生が，講演会「デザインの○と×」に登壇されました。 

第二部は，ユニバーサル上映「wonder ワンダー君は太陽」 

が行なわれ，約200名の参加者が，ユニバーサルデザイン 

について学び，楽しむ時間となりました。 

「「ユユニニババーーササルルデデザザイインン京京都都フフォォーーララムム 22001199」」のの開開催催  

３１年３月 

提案者同士と京都市 

   が連携！！ 

 

取組提案者：京都光華女子大学・短期大学部ユニバーサルデザイン研究会 
フードバンク京都 

にじのうた保育園では，医療的ケア児や，障害の有無に関わら

ず，ともに育ちともに遊ぶ環境を提供するインクルーシブ保育

園を開園するため，レディーフォー（株）のクラウドファンディン

グで募集し，平成３１年３月１５日に目標額１００万円を達成しま

した（実績額３１１万８千円 ）。 

平成３１年４月から二条城北で，京都市初の医療的ケア児を受

け入れる，小規模保育事業所（認可園）を開園予定です。 

 

取組提案者：にじのうた保育園，レディーフォー株式会社 

京京都都でで医医療療的的ケケアア児児とと共共にに成成長長すするるイインンククルルーーシシブブ保保育育園園  

““ににじじののううたた保保育育園園””をを開開園園  
 

３１年３月 

提案者同士を京都市が 

    マッチング！！ 
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イ チーム京都の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

取組提案者：文化庁京都移転私たちができること推進チーム     

文化庁京都移転を契機に，京都に息づく「日本伝統の生活文化，精神文化や，多彩な文化芸術」

の更なる振興・発信に取り組むため，「まちづくり・お宝バンク」取組提案者と京都市職員でチ

ーム京都を結成しました。「文化の力で日本を元気にするために，自分たちに何ができるか」を

考え行動することにより，他の市民や様々な団体等に，共に行動する動きが，市民運動的に広

がることを目指しています。 

「「文文化化庁庁京京都都移移転転・・私私たたちちががででききるるこことと推推進進チチーームム」」のの取取組組 

「文化庁京都移転・私たちができること推進チーム」第１回会議 

「いきいき春の文化祭」 「文化庁地域文化創生本部設置記念式典」 松山大耕氏による坐禅体験 

取組提案者：移住応援チーム及び京北振興チーム 

京都で暮らす魅力の発信や移住相談への対応など，京都市への

移住促進に取り組むため，移住応援や空き家活用に取り組む「ま

ちづくり・お宝バンク」取組提案者と京都市職員で，「チーム京

都・移住応援チーム」を結成しました。また，右京区京北地域

への移住促進を進め，地域の活性化を図るため，「京北振興チー

ム」も結成しました。両チームが力を合わせ，京都ならではの

市民力，地域の多用な魅力を活かした取組を進めています。 

 
【両チームの取組（一部紹介 平成３０年度）】 

・移住相談窓口（市内，京北，東京）の運営  

・京都移住茶論などのイベント開催（年１２回） 

・ホームページ「住むなら京都」での情報発信  

 移住イベントの様子 
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天才アートＫＹＯＴＯのお絵かきコーナー  

【チームの取組（平成３０年度）】 

・西京まちづくりカフェ「ふらっと・西京」（H30年度第 1回）において，どらりん劇団による 

“生活文化のお芝居”を披露 (H30.6.27 会場：西京区役所大会議室) 

・「文化庁京都移転・私たちができること推進チーム」第 4回会議において，どらりん劇団によ 

る“生活文化のお芝居”を披露(H30.7.13 会場：中京区役所大会議室) 

・「親子で体験！京の地蔵盆」イベントにおいて，ヤッサン一座の紙芝居 はるる氏による 

“おたすけじぞう”等の紙芝居を披露 (H30.8.8 会場：イオンモール KYOTO) 

・「マイ文化」の発信企画（※）の実施(H30.10～) 

（※）市民が身の回りにある“暮らしの文化”や“生活文化”などの幅広い文化に気づいても 

らい，フェイスブックやインスタグラムなどのＳＮＳを用いて，市民自らが「＃（ハッシ 

ュタグ）」を付けて「マイ文化」を投稿することで，市民一人ひとりが文化の受け手では 

なく，発信者になってもらい，市民全体に文化の裾野が自然発生的に広がっていくことを 

狙った取組 

・「中京マチビト Cafe」“マチビト×文化のチカラ”（H30年度第 1回）において，どらりん劇団 

による“暮らしの文化”のお芝居を披露 (H30.11.22 会場：中京区役所大会議室) 

・京都市ＰＴＡフェスティバル（第 21回）において，天才アート KYOTOのお絵かきコーナー， 

作品展示を開催 (H30.12.8 会場：みやこめっせ)                等 

どらりん劇団による“生活文化のお芝居”  

親
子
で
体
験
！
京
の
地
蔵
盆 

「
マ
イ
文
化
」
の
発
信
企
画 

 

 
L

e
a
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月
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２ サポートメニューの取組状況について（平成３０年度） 

⑴ 市民サポーター派遣 

仕事や様々な活動で培った知識や経験を，まちづくりのために活かしたいと希望される市

民の方々を「市民サポーター」として登録し，派遣依頼のあった「お宝バンク」取組提案者

とのマッチングを行い派遣することにより支援を行うもの。 

（委託事業者：きょうとＮＰＯセンター） 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
① キッズファーム in大原 
② ほっとハウス 
③ 外国人女性の会パルヨン 
④ 特定非営利活動法人京都ＡＲＵ 
⑤ お金で学ぶさんすう 
⑥ 特定非営利活動法人アグリクルート京都 
⑦ 京都勤労者学園 
⑧ Bazaar café 
⑨ ボランティア団体ハピネス 
⑩ Feel at home 
⑪ みんなの居場所制作委員会（おいでやす食堂） 
⑫ 特定非営利活動法人京都景観フォーラム 
⑬ 一般社団法人日本胎教協会 

派遣団体（１３団体） 

「まちづくり・お宝バンク」市民サポーター派遣制度 

平成３０年度は，７７名（平成３１年３月末日時点）のサポーター登録が

あり，１３団体を対象に，延べ２１名のサポーターを派遣しています！ 

 

・当団体が抱えていた悩みについて一緒に考えてくださり，共有してくださったこと

で，とても勇気づけられました 

・ＮＰＯセンターの職員の方の事前ヒアリングでは，課題を丁寧に聞いていただき，

支援計画書を作成していただきました。課題解決に向けて必要な情報や，その収集の

ためにやるべきことなどが明確になり，とてもありがたかったです。 

・サポーター派遣を利用して，インターネット集客のアドバイスをいただきました。

先生方とお会いするたびに，とても心が軽くなり，気楽に集客に取り組めるようにな

りました。 

・ビジョンやターゲティング，実際の数字に関するところまで細やかにヒアリングを

してくださり，具体的な集客に向けてのイベントやアンケートのアイデアをくださ

り，早速実行することができました。 

・学生ボランティアや地域住民の巻き込み方についてもサポーターご自身の事例も分

かりやすく伝えていただき，とても参考になりました。 

派遣団体からの声 
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⑵ 活動進化プログラム 

成熟度等が高い取組提案に対して，活動支援等のノウハウを持つ事業者へ委託し，取組提

案者の実情に応じた「活動進化プログラム」を個別に構築し，継続的に寄り添いながら提供

することにより，取組提案の実現を目指す。 

（委託事業者：まちとしごと総合研究所（代表 東 信史氏）） 

 

 

 

 

 

  ア 公開講座 

成果を加速させていくための連続講座を開催 

全５回実施（30/8/19，9/27，10/24，11/28，12/19） 
  

 イ 伴走型支援 

課題の解決や目指す未来像の具体化等を提案者に寄り添いながら支援 

（全３回のセッション，中間報告会，成果報告会を実施） 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
① チームＫＵＳＡＢＩ 

② ワカゾー 

③ 株式会社アイトーン・ディレクションズ 

④ 伏見・お城まつり実行委員会 

※伏見・お城まつり実行委員会については，団体からの 

申し出により，11月までで支援を終了。 

 

伴走型支援対象団体（４団体） 

「まちづくり・お宝バンク」活動進化プログラム 

平成３０年度は，全５回の公開講座を実施するとともに， 

４団体に伴走型支援を実施しました！！ 

 

・平成３０年１１月９日に，ワカゾーが，医療従事者が地域に出て地域支援を行う

プロジェクト「コミュニティナース」について学ぶ会を開催し，お寺やお坊さんが

地域に貢献するとはどういうことなのか，考える機会となりました。 

・平成３１年１月２２日に，これまでの活動の報告とともに，参加したメンバーが

社会で防災意識を高めていくためのネックとなっているポイントを探るセッショ

ン，「減災カフェナイトミーティング」を実施しました。 

・平成３１年１月２７日に，株式会社アイトーン・ディレクションズが，“後継ぎ

が抱える様々な悩み”を可視化するため，後継ぎに限定した座談会「アトツギトー

ク」を開催しました。 

・平成３１年２月１日に，ワカゾーが，お寺が寄り添うためのキーワードとして“弱

さ”という言葉を軸に，話せる機会を作っていくことを体験するために，座談会「弱

さへのチャレンジ，弱さって何？」を開催しました。 

 

伴走型支援対象団体の取組 
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⑶ クラウドファンディングによる資金調達支援 

READYFOR株式会社と基本協定を締結（平成 30年 3月 9日）し，取組提案の実現に向けた

新たな支援策として，同社が運営するクラウドファンディングサービス（※）の活用による，

取組提案者の資金調達を支援する仕組みを創設した。 

この基本協定に基づき，「まちづくり・お宝バンク」取組提案者が，READYFOR株式会社ク

ラウドファンディングサービスを利用した場合，目標金額を達成したときに発生する利用手

数料（フルサポートプラン 17％，シンプルプラン 12％）が，以下の表に記載された手数料

に減額されます。 

 

 

 

 

 

（※）クラウドファンディングサービス 

インターネットを通じて不特定多数の人から資金を集める仕組み。不特定多数の

人々に比較的少額の資金提供を呼びかけ，一定額が集まった時点でプロジェクトを実

行することで，資金調達のリスクを低減することが可能になる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな支援制度を創設！！ 

NPO法人インド日本友の会のクラウドファンディング クラウドファンディングサービスの支援・募集ページ 

＜クラウドファンディングセミナーを開催＞ 

○第１回セミナー 
開催日：平成３０年３月２８日 
場 所：ＡＳＴＥＭ（公益財団法人京都高度技術研究所）10階 
内 容：「クラウドファンディング×地域創生～まちづくりをジブンゴトに～」 

（講 師）READYFOR株式会社地方創生事業部マネージャー 富澤 由佳氏 
「経験者が語る！共感を生むプロジェクトの育て方」 
（トークセッション）ＮＰＯ法人 インド日本友の会理事長 クンナ・ダッシュ氏 

             株式会社ＮＩＮＩ代表取締役社長 西濱 愛乃氏 
○第２回セミナー 

開催日：平成３１年３月２７日 
場 所：京都リサーチパーク内 ＫＩＳＴＩＣ ２階「たまり場」 
内 容：「クラウドファンディング成功の秘訣 〜お金と仲間の集め方〜 」 

（講 師）READYFOR株式会社クラウドファンディング事業部  
連携推進室マネージャー 富澤 由佳氏 

「プロジェクトの組成の仕方や記事の書き方，リターンの設定方法｣    
（トークセッション）にじのうた保育園 広報 藤本 まり氏 

             有限会社フローラ美工クラシス事業部マネージャー 片山 恵理氏 
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⑷ 交流会 

「お宝バンク」の取組提案者等が一堂に会する「“みんなごと”のまちづくり推進事業 交

流会」を開催（平成３１年１月２６日）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【目的】 

市民主体のまちづくりの機運を一層盛り上げるとともに，様々な主体同士の協働のまちづくりを

推進することを目的に，“みんなごと”のまちづくり推進事業「まちづくり・お宝バンク」取組提

案者と，他の取組提案者や地域のまちづくり活動の担い手等が広く交流する「交流会」を開催 

“みんなごと”のまちづくり推進事業 交流会 

１ 日 時 平成３１年１月２６日（土） 午後１時～午後５時 

２ 会 場 同志社大学今出川校地 至誠館３階 S32教室 

３ 内 容 

(1) ゲストトーク及びトークセッション 

    活動の発展や新たな活動のきっかけとなる，出会いや繋がりが 

生まれる企画などについて，ゲストトーク及びトークセッションを 

通じて考える。 

   【ゲスト】 ・中村 朱美氏（（株）minitts 代表取締役） 

・横田 親氏（小商い塾 塾長，元丹波市議会議員） 

・真鍋 邦大氏（（株）四国食べる通信 代表取締役） 

(2) ジブンと仲間がつながるセッション 

参加者の中から２０個程度のまちづくりのテーマを募り，テーマごとに少人数のグループセッシ 

ョンを実施。テーマに対する参加者自身の想いや課題意識などを共有しながらセッションを行い， 

新たなつながりや行動を生み出すことを目指す。 

 (3) クロージングセッション 等 

交流会参加者数１２６人！！ 
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⑸ 京都市市政参加とまちづくりポータルサイト「みんなでつくる京都」 

ポータルサイト「みんなでつくる京都」（平成２８年１２月に開設）において，“みんなご

と”のまちづくり推進事業の情報のほか，パブリック・コメントや公募委員等の募集，まち

づくり活動を支援する制度などについて積極的に発信。 

当サイトをより使いやすいものにするために，また，より親しみを持っていただくために，

サイト構築段階で市民意見を取り入れるワークショップを開催したほか，市民の方にコンテ

ンツ作成に御協力いただく取組を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

○「みんなでつくる京都」のサイト構成 

① 京都市における市民参加の考え方 

② パブリック・コメント，審議会等の市政参加に関する制度等 

③ まちづくり活動に役立つ制度や施設等 

④ 「まちづくり・お宝バンク」 

⑤ 京都市のサイト一覧     

ポータルサイト「みんなでつくる京都」 

＜市民意見を取り入れるワークショップ＞ 

○「まちづくりポータルサイトミーティング」 

開催日：平成 28年 6月 24日（金） 

概 要：利用者のニーズに合ったサイトとなるよう，どのよう

な工夫が必要か意見を聴くワークショップを実施。 

＜コンテンツ作成における市民参加の取組＞ 

○「市民ライター講座」 

開催日：平成 29年 1月 15日（日），9月 9日（土）， 

    平成 30年 10月 22日（月） 

概 要：「“みんなごと”のまちづくり推進事業」における取組

提案者の想いや活動の紹介記事を市民の方が作成。 

○「“みんなごと”宣伝部」 

開催日：平成 31年 1月 12日（土），2月 2日（土） 

概 要：取組提案者が，フェイスブック等での情報発信に必要

な文章の作成方法や写真の撮影等を学んだうえ，情報

発信を行う。 

※平成 28 年 12月 27日に一部開設。 

平成 29年 1月 27日に全部公開。 

※ページビュー  

 １日平均 537件（平成 28年 12月 27日から 

令和元年 5月 29日までの平均） 

「まちづくり・お宝バンク」注目記事 

お宝バンクの取組成果を広く公開！！ 


